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「中学校編情報モラル指導資料集」の作成

長期研修員 星野 綾子

《研究の概要》

本研究は、急速に進展する情報社会で、適切な情報活用を行うための基本となる考え方

と態度を中学生に身に付けさせるために行ったものである。各教科等における情報モラル

の指導場面例や教材研究のための授業展開例、ワークシートなどを盛り込み、情報モラル

「 」 。の育成を図る授業実践に役立つ 中学校編情報モラル指導資料集 を 作成したＷｅｂ形式で

この資料については、情報モラルに関する群馬大学との共同研究に活用した。

【情報教育 情報モラル 中学校 指導資料集】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

急速に進展する情報社会で、これまでになかっ

たインターネットや携帯電話などを利用した犯罪

やトラブルが急増している。これらの犯罪やトラ

ブルは、年々低年齢化の傾向にある。

平成17年度、本センターで実施した「中学生の

情報活用に関する意識調査 （3,198名回答）か」

ら、家庭でインターネットができる生徒が69％、

携帯電話を持っている生徒は43％という実態が分

かった。生徒たちが、大人の目の届かないところ

で自由にインターネットや携帯電話を利用できる

ようになり、興味本位に出会い系サイトにアクセ

スしてしまったり、安易に電子掲示板に名前を書

き込んでしまったりして、犯罪やトラブルに巻き

込まれる事件が起きている。

複雑化するネット上の犯罪やトラブルから、生

徒が自分で自分の身を守る力を身に付けるため

に、学校において「情報社会で適切な活動を行う

ための基になる考え方と態度」である「情報モラ

ル」を育成することは重要であると考える。また

群馬県教育委員会が作成した「平成17年度学校教

育の指針」の中にも、情報モラルの指導を行うこ

とは、喫緊の課題として示されている。

本年度開催された情報化推進リーダー養成講座

の折に実施したアンケート調査の結果、参加した

中学校46校すべての情報主任が情報活用能力の育

成に当たって、生徒に情報モラルを身に付けさせ

ることが重要であると答えている。また、その効

、 、 、 、果的な指導場面として 社会科 道徳 特別活動

総合的な学習の時間などの各教科・領域があげら

れていた。

これらのことから、中学校においては情報モラ

ルの指導が必修の指導内容に位置付けられている

技術・家庭科の時間だけでなく、各教科・領域で

情報モラルの指導を行う必要があると考えた。

本研究を進めるに当たり、置籍校（沼田市立利

根中学校）の教師に情報モラルの指導についてア

ンケート調査を行ったところ「情報モラルの指導

は必要だと考えるが、どこでどのように指導する

か、その内容と位置付けが難しい」という意見が

多く出された。これまで情報モラルの指導を技術

・家庭科に頼っていた教師にとって、具体的に何

をどのように指導するかがとらえにくかったり、

教材研究をするにも、教科指導や生徒指導、校務

処理などで十分な時間が確保できなかったりする

ことが考えられる。また、情報モラルの指導につ

いては「幅が広く、中学校でどこまで理解させる

べきか悩む 「体験に基づいた理解をさせるのが」

難しく、実践する態度を身に付けさせることが難

しい」などの意見もあった。これらのことから、

情報モラルの指導を、各教科・領域で扱えるよう

にするために、生徒の情報モラルを育成するため

の授業実践に役立つ指導資料集が必要であると考

えた。

そこで、情報モラルの指導場面例や年間計画例

を示したり、授業実践に役立つ教師用解説や授業

展開例、ワークシートなどを備えた「中学校編情

報モラル指導資料集」を作成したいと考えた。必

要な資料を簡単な操作ですぐに活用できるよう

に、 形式を用いて構成することにより、中Ｗｅｂ

学校の各教科・領域において生徒の情報モラルを

育成するための授業実践に役立つと考え、本主題

を設定した。
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Ⅱ 研究のねらい

中学校の各教科・領域において生徒の情報モラ

ルを育成するための授業実践に役立つ「中学校編

情報モラル指導資料集」を作成し、授業実践を通

してその有効性を検証する。

Ⅲ 研究の見通し

以下のような手だてを用いれば、研究のねらい

に即した「中学校編情報モラル指導資料集」が作

成できるであろう。

○ 各教科・領域において情報モラルの指導が行

える具体的な単元や内容の例を示した情報モラ

ルの指導場面例を示すとともに、中学校での情

報モラルの指導内容が一目で分かる年間計画例

を作成する。

○ 指導内容に基づいた教師用解説や授業実践に

役立つ授業展開例、ワークシート、配布資料を

作成する。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

(1) 各教科・領域における授業実践の必要性

中学校で情報モラルの育成を図るためには、情

報モラルの指導が必修の内容に位置付けられてい

る技術・家庭科の時間だけに頼らず、各教科・領

域においても、教師が積極的に機会をとらえ、指

導を行う必要があると考える。

なぜなら、情報モラルの指導においては、基本

的には「人と人との間のコミュニケーション」で

あることを常に意識し、日常のモラルを適用させ

て考えていく必要がある。そして、指導内容が生

徒の日常生活において生かされ、実現されること

が望ましいと考える。そのためには、各教科・領

域の授業の際に、実際にインターネットを活用す

る場面や情報モラルの指導内容にかかわる内容を

学習する場面で実践的な指導を行うことが有効で

あると考えた。

また、中学校学習指導要領総則にもすべての教

科などの指導に当たってコンピュータを積極的に

活用するとされている。すなわち情報モラルに関

する指導についてもすべての教員が、それぞれ担

当する様々な教育活動の中で、指導することが求

められていると考える。このことからも、各教科

・領域における授業実践が必要であると考えた。

(2) 授業実践に役立つ指導資料とは

教師が、各教科・領域において積極的に情報モ

ラルの育成を図る授業実践を行うには、まず教師

自身が情報モラルへの理解と教材研究を行う必要

があると考える。しかし、教材研究をするにも、

教科指導や生徒指導、校務処理などで十分な時間

が確保できない現状がある。

そこで、本指導資料集は、中学校段階で生徒に

身に付けさせたい情報モラルの指導内容を精選

し、それぞれの指導内容について、教師用解説と

授業展開例を示す。さらに、授業実践ですぐに役

立つ資料として、ワークシート、配布資料を用意

する。これらの授業展開例、ワークシート、配布

資料は、PDF形式と文書ファイル形式で作成し、

そのまま印刷をして、すぐに利用したり、教師が

生徒の実態に合わせて加工できるようにする。

(3) 生徒に身に付けさせたい情報モラルの指導内

容

中学校段階で生徒に身に付けさせたい情報モラ

ルの指導内容を16項目に精選し、情報モラルを各

教科・領域で指導するに当たって、何をどのよう

に指導するか、指導内容を教師がとらえやすくす

るために 「情報の収集 「情報の発信 「ネット、 」 」

ワークの利用 「コミュニケーション 「セキュ」 」

リティ」の五つに分類した（表１ 。）

表１ 指導内容の項目

指導内容のそれぞれの項目では、生徒にとって

日常的で身近な出来事として考えることができる

教材を取り上げ、自分で考え判断する意識を高め

させ、情報社会で適切な活動を行うための基にな

る考え方と態度を育成したいと考えた。

なお、項目の精選に当たっては、前述の情報化

推進リーダー養成講座の折に実施したアンケート

調査の項目の一つ「情報モラルの指導内容に必要

だと思われる教材について」の調査結果や、平成

＜情報の収集＞
①インターネットの利用 ②情報の信頼性
③有害サイトへの対処
＜情報の発信＞
④人権プライバシーの尊重 ⑤個人情報の保護
⑥著作権などの尊重 ⑦ ページの作成と公開Ｗｅｂ
＜インターネットの利用＞
⑧インターネット上のエチケット ⑨ネットショッピング
⑩健康上の問題
＜コミュニケーション＞
⑪電子メールの受信と送信 ⑫電子掲示板の利用
⑬携帯電話の利用 ⑭チャット・オンラインゲーム
＜セキュリティ＞

⑮コンピュータウィルス ⑯ユーザ ・パスワードの管理ＩＤ



- 3 -

16年度に群馬県教育委員会から発行された「ぐん

まIT活用ガイド～授業編１～」に示された中学校

での指導内容を参考にした。

２ 資料集の構成

（ ）。本指導資料集は以下の構成で作成する 図１

図１ 本指導資料集の構成

３ 資料集の内容

(1) トップページ

画面左のフレームは使い勝手を考えて、掲載内

容のどのページにも、すぐに移動できるようにメ

ニューを設定し、指導目標や年間計画例、指導場

面例、指導内容、用語集など見たいページをクリ

ック一つで表示できるようにした（図２ 。）

図２ トップページ

(2) 情報モラルとは

ここでは、情報モラルの指導を行う上で柱にな

る内容を提示した。また、授業実践を行うに当た

って、生徒の実態把握や教材研究の参考資料とし

て役立つように、現在の中学生の情報活用に関す

るアンケート調査の結果や中学生が巻き込まれた

トラブルの例などを掲載した。

(3) 情報モラルの指導目標

本指導資料集では、情報モラルの指導目標とし

て、群馬県教育委員会発行の情報モラル指導資料

集（平成16年発行）に掲載されている「目指す生

徒像と目標」を引用した。また、技術・家庭科以

外の教師のための参考資料として、情報モラルの

学習が必修の内容に位置付けられている中学校学

「 」習指導要領の技術・家庭科 情報とコンピュータ

に記載されている指導内容とその取り扱いも掲載

した。

(4) 情報モラルの指導場面

各教科・領域で情報モラルの指導内容に触れら

れる具体的な場面と内容を例示した。内容項目を

クリックすると授業展開例やワークシートが備わ

（ ）。っている教師用解説の画面が表示される 図３

図３ 情報モラルの指導場面

(5) 情報モラルの指導系統表

小学校・中学校・高等学校の各段階での情報モ

ラルの育成を図る指導内容を一つの表にまとめ

た。小学校から高等学校までの情報モラルの指導

内容を一目で見通すことができるため、教師が、

中学校段階での情報モラルの指導内容をとらえる

ための手だての一つとなる。

(6) 情報モラル年間指導計画

精選した指導内容の16項目を基に、中学校で具

体的にどのように指導するか３年間の指導計画例

を提示した。学校の実態に応じて参考にできるよ

うに、全14時間(図４)、全12時間、全９時間の、

三つの例を作成した。

図４ 情報モラル年間指導計画例（全14時間）

情報モラルとは

情報モラルの指導目標

情報モラルの指導場面

情報モラルの指導系統表

情報モラルの年間指導計画
教師用解説

情報モラルの指導内容（16項目） 授業展開例
ワークシート

用語集 配布資料

情報モラルの指導に役立つリンク集

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
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(7) 情報モラルの指導内容

ア 情報の収集

家庭でも学校でもインターネットを一番多く活

用する場面は、情報収集の場面である 「自分の。

身は自分で守る」というインターネットを利用す

るときの基本的な態度を身に付ける。また、収集

した情報の信頼性を確かめながら利用すること

や、情報収集の際に、誤ってあるいは興味本位で

有害サイトを開いてしまったりしたときの対処方

法を身に付け、インターネットを安全に利用する

態度を育てる。

イ 情報の発信

インターネットでは、一度発信された情報は、

瞬時に世界中に伝わり、回収は不可能である。そ

こで、情報の発信には、細心の注意を払わなけれ

ばならない。また、情報の発信時に配慮すべき事

項を理解し、情報の発信者に求められる人権への

配慮や他人への思いやりの心を育成し、実践する

力を育てる。

ウ インターネットの利用

インターネットでは、生徒であっても一般社会

人と同等の扱いを受ける場合が多い。また、日常

の生活の範囲内では軽微と見なされるミスであっ

てもインターネットを介した場合、影響が広範囲

になる場合がある。日常生活と同様、インターネ

ットを利用する際にもエチケットがあること、イ

ンターネットショッピングでのトラブルやインタ

ーネットを過剰に使用することで心身へ悪影響を

もたらすこともあるということを知らせ、目的を

もち、インターネットを有効に活用する態度を育

てる。

エ コミュニケーション

携帯電話や電子掲示板などのネットワーク上の

コミュニケーションは、生徒たちにとって興味・

関心が高く、実際に活用し、犯罪やトラブルに巻

き込まれるケースも多い。ここでは、具体的な活

用場面や事件例を示し、より良いネットワーク上

のコミュニケーションの利用法を考えさせる。

オ セキュリティ

コンピュータウイルスや不正アクセスによるト

ラブルの急増を示す統計データをグラフ化した

り、具体的に身近に起こっている犯罪例を示した

りして 「自分で自分の身を守る」セキュリティ、

対策の重要性を認識させる。

(8)各項目の構成

指導内容の16項目について教師用解説、授業展

開例、ワークシート、配布資料を作成した。授業

実践ですぐに使えるように、展開例、ワークシー

ト、配布資料は、そのまま印刷したり、補足や修

正などの加工ができるように、PDF形式と文書フ

ァイル形式で準備した。

ア 教師用解説

指導内容の各項目についての現状と課題、指導

のポイントを簡潔に解説した。指導のポイントと

なる内容や語句については、さらに別の説明画面

にリンクを設定し、詳しい解説が表示されるよう

にした（図５ 。）

図５ 教師用解説画面

イ 授業展開例

社会科や道徳、特別活動、総合的な学習の時間

などの各教科・領域でそれぞれの指導内容に関連

して、短時間で情報モラルの指導ができるように

20分前後で指導が行える授業展開例、ワークシー

ト、配布資料を（図６）を作成した。

図６ 授業展開例

ウ ワークシート

指導内容に関する問題に答えさせたり、事例に

ついて自分の考えをまとめさせたりする。

エ 配布資料

学習内容の中で確認しておくことや知識として
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きちんと身に付けさせることについて、資料とし

て生徒に配布する。授業の導入における動機付け

や内容の補足説明に用いる。

(8) 用語集

情報モラルの育成を図る上で必要な用語を50音

順でまとめた。調べたい用語をクリックすると別

ウィンドウで、用語の意味が表示されるように設

定した（図７ 。）

図７ 用語集

Ⅴ 授業実践

１ 実践の計画

次のような実践を行い、作成した本指導資料集の有効性を検証した。

(1) 検証の観点と方法

検証の観点 検証の方法

各教科・領域において情報モラルの指導が行える具体的な単元や内容の ・授業実践１

例を示したことや、中学校での情報モラルの指導内容が一目で分かる年間

計画例を掲載したことは、教師がどの教科でどのような教材や内容を指導 ・授業実践２

するかとらえることができ、情報モラルの授業実践を行うに当たって役立

ったか。 ・授業実践後のアンケートの分析

本資料集に指導内容に基づいて作成した教師用解説や授業展開例、ワー

クシート、配布資料を添付したことは、教師が教材研究や授業実践を行う

に当たって役だったか。

(2) 授業実践１

次の内容で、教科担任とのティームティーチングで授業を実施する。
対 象 沼田市立利根中学校 １年 33名

教科・領域・単元名 社会科 地理的分野 群馬の地域的特色を探ろう（都道府県の調査）

、 。単元のねらい 群馬県の地理的事象から課題を設定し追求する活動を通して 群馬県の地域的特色をとらえさせる

期 間 平成17年10月上旬 全８時間予定(うち、第５時及び第７時において情報モラルの指導を行う)

授 業 者 T1:社会科担当 T2:長期研修員

第5時 本時のねらい インターネットで得た情報の信頼性を考えながら、群馬県の地域的特色を調べるために必要な情報

を収集する。

環 境 コンピュータ室 FMV K630 生徒機37台

準 備 教師：情報の信頼性についてのワークシート 生徒：地理ファイル（前時までのワークシート）

学 習 活 動 時 指 導 上 の 留 意 点 評 価 項 目

・情報の信頼性について考える。 ・前時の学習（インターネットを活用した情報 ＜思考・判断＞

・ワークシートを活用し信頼できる情 収集）を振り返り、インターネットで収集し 情報の信頼性について

報源、信頼できない情報源にはそれ た情報は本当に正しいものなのかを考えさせ 考え確認し、情報の収集

ぞれどのようなものがあるか考える 10 る。 を行うことができたか。。

・入手した情報の信頼性を確かめるに 分 ・信頼できる、できない理由も発表させるよう

は、どのような方法があるかを考え にする。

る。 ・配布資料を活用し、情報を受け取るときの心

・配布資料を読み情報を受け取るとき 構えや信用できる情報の目安についても確認

の心構えを確認する（図８ 。 する。）

・情報の信頼性について考えながら、 ・情報の信頼性を確かめたり信頼できる情報源 ＜思考・判断＞

インターネットを利用し群馬県の地 を選んでいるか助言する。 インターネットで得た

域的特色を調べるために必要な情報 ・信頼できる情報源を利用しているか （公的 情報の信頼性を考えなが。

の収集を行う。 40 な機関か私的機関かなど） ら、群馬県の地域的特色

。分 ・情報発信者（企業）名や住所、電話番号など を調べることができたか

が明記されているか。

・ ページ更新の日付表示を確認する。Ｗｅｂ

・資料集や他の など違う情報源と、Ｗｅｂページ

比較する。
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第７時 本時のねらい 課題を解決するために収集した資料やインターネットから得た情報を、引用のルールを意識し

ながら発表の補助資料としてOHPシートにまとめる。

環 境 １年Ａ組教室

準 備 教師：ワークシート、配布資料 生徒：地理ファイル、発表用OHPシート

学 習 活 動 時 指 導 上 の 留 意 点 評 価 項 目

・群馬県の地域的特色を調べるために ・これまでの情報収集やそのまとめ方などを思 ＜関心・意欲・態度＞

、集めた資料や情報を、まとめるとき い起こさせる。 引用のルールを理解し

にグラフをコピーして貼り付けたり ・自分の主張や意見をはっきりさせ、補うため 著作物や著作者を尊重す、

に載っている文章をその に、書籍や統計資料などから必要な部分を取 る態度を身に付けられたＷｅｂページ

まま使っても良いかどうか考え、発 10 り入れて使うには、引用という方法をとるこ か。

表する（図９ 。 分 とができることを伝える。 ＜知識・理解＞）

・配布資料を参考にして、引用のルー ・他人のものを無断で使わないことが大切で引 引用のルールを理解で

ルを確かめる。 用や出典を明記することは、著作者や著作物 きたか。

・発表用のOHPシート作成のポイントを を大切にすることにつながることに気付かせ

確認する（図10。 るようにする。）

・発表用のOHPシートをまとめたり発表 引用のルールとして、収集した資料を活用し ＜技能・表現＞・
の準備、練習を行う。 掲載する場合、出典や引用、資料の発行年月 課題を解決するために

・引用のルールを意識しながら発表用 日を明記するよう助言する。 収集した資料やインター

のOHPシートをまとめる。 35 ・発表の内容の検討、発表の役割分担などを行 ネットから得た情報を引

分 わせる。 用のルールを意識しなが

・発表の流れ（以下①～⑥）を指示する。 ら、発表用のOHPシートに

①課題②仮説③情報の収集について まとめられたか。

④まとめる過程⑤結果⑥疑問や感想

・本時のまとめ ５ ・引用のルールについて感想を発表する。

・次時の予定を確認する。 分 ・各グループで発表会に間に合うように準備す

るように助言する。

図８ 第５時使用の配布資料 図９ 第７時使用のワークシート 図10 第７時使用の配布資料

(3) 授業実践２

各学年の担任や教科担当が、本指導資料集の指導場面例を参考に、情報モラルの指導を行うことがで

きる場面を選定し学年やクラスの実態に合わせ授業展開例やワークシート、配布資料を加工して授業実

践を行った。

学 年 教科・領域など 単元・題材名など 指導内容

1,2,3学年 音楽科 混声合唱をしよう 著作権の尊重

３学年 保健体育 健康な生活と疾病の予防 健康上の問題

１学年 学級活動 インターネットの利用 インターネットの利用

２学年 学級活動 携帯電話の利用 携帯電話の利用

３学年 短学活 学年便りに携帯電話の利用について 携帯電話の利用

記載し、生徒や保護者に啓発を行う

ワークシート

考えてみよう！●

集めた資料や情報をまとめるときに、グラフや写真資

料、文章などをそのまま使っても良いのでしょうか

その理由も考えてみましょう。

年 組 番 指名自己評価

◎十分できた ○まあできた △もう少し 評価

①引用のルールが分かった

②発表用シートに出典等を明記できた

③自分なりに工夫してシートにまとめること

ができたか。

④発表用シートが仕上がったか

⑤出典、引用の明記、著作権について自分の考えを

書いてください。
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３ 結果と考察

(1) 授業実践１

第５時で取り扱った「情報の信頼性」について

は、33人中28人の生徒が、インターネットの情報

を疑わず活用していたため、情報の信頼性につい

て考える良い機会となり、情報モラルの指導場面

として適切であったと考える（表１ 。）

インターネットを使って情報を収集する学習の

中の10分程度という短い時間の指導であったが

「情報の信頼性」について、生徒は、収集した情

報をうのみにせず、複数の情報源が発信する情報

を比較検討することの大切さに気付くことができ

た。また、情報の信頼性を考えるためのポイント

を示した配布資料は、短時間で効率よく指導内容

を理解させるために役立った。

第７時では、第５時と同様に授業のはじめ10分

間程度で、配布資料やワークシートを用いて「引

用のルール」について確認した。本時の学習活動

の中では、なぜ資料名や出版社、発行年月日をき

ちんと記入することが必要なのかを理解して、発

表用のOHPシートの作成をすることができたと考

える(表２ 。）

ティームティーチングで協力をいただいた教科

担当の教師からは「今回の授業実践では、時間は

短くても情報モラルの指導したい内容を、簡潔に

示す配布資料があったため、指導内容を簡単に確

認することができた。今後も機会をとらえて今回

の指導内容を定着させられるよう、取り扱ってい

きたい 」また「基になるワークシートや配布資。

、 、料があるため そのまま使用することができたり

一部加工もできるため、汎用性も高く授業準備も

短縮できると思う 」などの意見が出された。。

以上のことから、本指導資料集の授業展開例を

、 、参考にすることにより 10分程度の短い時間でも

各教科・領域の学習に関連して効果的に情報モラ

。 、ルの指導内容に触れられることが分かった また

授業展開例とともに添付した配布資料やワークシ

ートは、短い時間の指導でも簡単に指導の要点を

把握することができ、授業の準備や教材研究にも

役立ったと考える。

(2) 授業実践２

本指導資料集を試用して、学級活動で情報モラ

ルの指導を行った各学年の担任は、本指導資料集

の授業展開例をもとに、展開の仕方やワークシー

トを、それぞれのクラスの実態に合わせて加工し

たり、教室にプロジェクタを持ち込み、実物のイ

ンターネットの

検索画面を提示

したりするなど

して授業実践を

行った（図８ 。）

実践を行った

教師からは 「ワ、

ークシートや配布資料が文書ファイル形式で添付

してあるため、自分で修正や補足がしやすい 」。

「授業展開例は、ポイントを絞ってもっと深く考

えることができるような展開があっても良いので

はないか 」などの感想や意見が出された。。

音楽科や保健体育科、短学活で実践を行った教

師からは 「授業の中でも、配布資料があれば、、

必要なところだけ短時間で取り扱うことができ

る 「指導内容については、時代を反映してい。」

る内容で、必要性を感じた 」などの感想や意見。

が出された。

(3) 授業実践後のアンケートの分析

各学年の担任や教科担当が、本指導資料集から

情報モラルの指導を行うことができる場面を選定

し、授業実践後に、アンケートを行い分析した。

結果は以下のとおりである（図11。）

図11 指導資料集の掲載内容の評価

表１ 授業後の生徒の感想（第５時）

・正しい情報の見分け方について知ることができた。

・できるだけ公的な機関から発信されている情報を集めるよう

にしたい。

・信頼性を考えながら情報を収集し活用したい。

・信頼できる情報を見分けることが大切だと思った。

図８ 授業の様子

表２ 授業後の生徒の感想（第７時）

・自分の考えと他人の考えを区別することは大事だ。

・許可なく使用することがよくない。

・引用のルールを守ることは著作権への配慮になる。
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アンケートに記述のあった意見や感想には、本

指導資料集に掲載した指導目標は 「目指す人間、

像や具体的なねらいが項目立ててあるためすっき

りと見やすいが、もう少し簡潔な記述にすると理

解しやすいのではないか 「各教科・領域にお。」

ける情報モラル育成のための指導場面を具体的に

例示したことは、いつ、どこで、どのような指導

を行うか授業を計画するときの参考になると思

う 」という意見があった。。

また、年間計画例については 「実際に各校で、

年間計画を作成するとなると各教科・領域の教育

課程との関連性もあるので、年間計画の作成や実

践は難しいのではないか 」という意見もあった。

が 「計画的な情報モラルの指導を具体的に行う、

ために参考になる 「授業を行うに当たっての。」

具体的な題材やねらい、学習内容が簡潔に明記さ

れているため、授業実践の時期や場面を考えるた

めに参考になる 」などの意見もあった。。

指導内容16項目については 「現在必要と思わ、

れる具体的な指導内容で良いのではないか 「各。」

教科で取り扱える具体的な授業展開例があれば、

より使いやすいものになるのではないか 」など。

の貴重な意見もあった。また 「教師用解説は指、

導内容の各項目について、簡潔に短い文章で示さ

れ、内容の指導の要点が箇条書きになっているた

め、見やすいページになっている 「指導の要。」

点をクリックすると、別の画面で内容説明が表示

されるため使いやすい 」という感想もあった。。

以上のことから、年間計画例や指導場面例を掲

載したことは、教師が情報モラルを育成するため

の授業実践を行うに当たって役立った。また、指

導内容の16項目について添付した教師用解説や授

業展開例、ワークシート、配布資料は、教師が教

材研究や授業実践を行うに当たって役立った。本

指導資料集は、中学校の教師が技術・家庭科の授

業に頼らず、各教科・領域において、情報モラル

の授業実践を行うに当たって役立つものであると

考える。

Ⅵ まとめと今後の課題

１ まとめ

本研究では、中学校の各教科・領域において、

生徒の情報モラルを育成するための授業実践に役

立つ情報モラル指導資料集の作成を行った。これ

、 。 、を置籍校で活用し 授業実践を行った その結果

以下のことが分かった。

○ 各教科・領域で情報モラルの指導場面例や指

導内容が一目で分かる年間指導計画例を掲載し

たことは、教師が授業実践を行うために参考に

なった。

○ 指導内容に基づいた教師用解説や授業展開例

は、教師が実践授業を行うための教材研究を効

。 、 、率よく行うために役立った また 授業展開例

ワークシート、配布資料をPDF形式と文書ファ

イル形式で添付したことは、印刷してすぐに利

用できたり、生徒の実態に応じて加工して利用

できたりして、授業実践に役立った。

２ 今後の課題

、 、本指導資料集を作成し 授業実践を行った結果

以下のような課題があることが分かった。これら

の課題は、今後解決していきたいと考える。

○ 情報モラルの指導を各教科・領域で取り扱う

には、様々な指導場面で効果的に利用できる実

践事例を増やす。

○ 効果的な情報モラルの指導を行う上で、教師

が生徒の実態を把握をするために有効な、意識

調査やアンケートなどの参考例を収録する。

○ 生徒の発達段階や家庭環境、各学校における

情報モラルの指導の現状を踏まえ、情報モラル

の指導の在り方を明らかにする。
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